
ステッカーは
協定の目印！

秋田市の見守り
ネットワークの
充実を図るため
今後もよろしく
お願いします！
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新たに２か所と協定を締結しました。それぞれから紹介文をいただきま
したので、ご紹介します。

株式会社スズケン 秋田営業部 秋田支店

高齢者等あんしん見守り協定とは…

日常の業務を通じて高齢者と関わりを持つ民間事業者と秋田市が協定を締結し、高齢者の
見守りを行うことで、高齢者の孤立防止や異変の早期発見を図るものです。

秋田市では、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために、見守りの取り組みを行っ
ております。通信文では、見守りに関する内容をご紹介しています。

スズケンは「健康創造」を事業領域と
定め、医薬品卸売のみならず、医薬品製
造、保険薬局、その他医療に関連する事
業へと進出し、新たな価値を追求し続け
ています。
スズケン秋田支店は2004年に秋田に
開設し、病院、診療所、薬局等の医療機
関へ医療用医薬品等の販売を中心に
活動しております。
地域ごとの担当者がルートセールス中
に異変が無いか等意識し、地域のお役
に立てるよう活動していきます。

スズケンの
みなさま

ゆりはか

ゆりかごから墓場まで、少子高齢化社会
の不安と不満と不便を解決するため、最後
まで責任をもち、仕事に取り組んでいます。
仕事内容は、一軒まるごとお片付け、不要
品処分、ハチの巣駆除、お墓参り代行など
多岐にわたります。
日々の業務でお客様のご自宅に訪問する
機会が多く、その中で高齢者の1人暮らし
世帯が多いことが分かりました。そんな方々
の不安を少しでも解消したいと、見守り協
定を結びました。少子高齢化率が高い秋田
県を、日本一高齢者が住みやすい県にした
いと思っております！

協定締結
事業所数

13
（R2.12現在）

ゆりはか佐藤代表



誰もが地域の中で安心して生活できるように、様々な見守りに関係する目印や取組があるのを
ご存じでしょうか。まだ知らない方は、ぜひチェックしてください！

電話、携帯が
通じない。
長期に渡って
連絡がとれない

高齢者事前登録の

ステッカー
認知症サポーターの

オレンジリング

認知症等により、判断力や記憶力が低

下し、道に迷ったり、自分の家が分からな
くなってしまうことがあります。
秋田市では、そのような事態に備え、早

期の発見・保護、早期の身元確認につなげ
る「事前登録」を実施しています。登録し
た方には、ステッカーを配布しています。

オレンジリングは認知症サポーターの

証です！認知症サポーターとは、認知症に
ついて正しく理解し、認知症の人や家族を
温かく見守る「応援者」のことです。
「認知症サポーター養成講座」を受講す

ることで、認知症サポーターになることが
できます。

※各種お問い合わせは、
秋田市長寿福祉課（電話018－888－5668）もしくは担当地域の地域包括支援センターへ

こんなことがあったら、要注意！

○昨年度の協定事業者からの連絡内容○

いつもと
様子が違う

違和感を感じた

同じことを
何度も話し、

会話が成立しない

同じ洗濯物が
何日も干された
ままになっている

事前に約束して
いたが不在が
続いている

・会話が成立しないことが続いている。
・現金の引き下ろし等の手続きをした記憶がないと話し、
何度も質問を繰り返している。

協定締結事業者の
みなさんへ

新型コロナウイルス感染症により
「見守り」が見直されています！

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、
多くの高齢者の方が外出を控え、自宅で長い時間を
過ごしていると言われており、身体の機能が低下した
り、認知症になりやすく、異常があっても気付きにくい
ことが懸念されています。感染リスクに注意しつつ、
継続的な見守りが大切です。

異常を発見した場合は、
担当地域の

地域包括支援センターへ
電話連絡をお願いします！

※緊急性が高い場合は、警察や消防等へ連絡してください。

←●部分には、登録
番号が印字されます


